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主催：六甲山を活用する会 

協力：兵庫県立人と自然の博物館 

後援：兵庫県神戸県民局、灘区役所、神戸市教育委員会 

【助成金をいただいている機関】 

セブン-イレブン記念財団、大阪コミュニティファンド
（東洋ゴムグループ環境保護基金）、子どもゆめ基金、
コベルコ自然環境保全基金、コープこうべ環境保護基金 

 

午前中に第８回総会を開催 

六甲山上は晴れわたり、記念碑 

台入り口の御衣黄（ごいこう）桜 

は満開でした。午前１０時～１１ 

時４５分で、六甲山を活用する会 

の第８回総会を終えました。 

ガイドハウス駐在のコーディネ 

ーターの方から、アセビ調査区の 

辺りで野生のリスを見た報告をいただきました。 

神戸高知県人土陽会を盛り上げる津野さん 

講師の津野さんには、新聞に掲載された「龍馬甲子園２０
１０」を見て、市民セミナーの講演をお願いしました。「龍
馬さんへの手紙」の案内も会員に送付しましたが、応募は１
通だけでした。全国各地から２００通の応募があり、試みは
成功したとのことで安心しました。 
津野さんは中学からトロンボーンを演奏し、明石高校ＯＢ

で吹奏楽団コンクール日本一を経験されています。「楽器を
持てば上がらないのだが･･･」と言いつつ、エンターテナー
の面目躍如のお話しぶりでした。 
 「神戸高知県人土陽会」は８０周年を迎え、「龍馬検定」
など坂本龍馬に由来した活動で活性化しています。ＮＨＫの
大河ドラマの前からやっていると自負されました。 

改めて坂本龍馬の偉業を知る 

講演の冒頭で、ご自分の姓の津野氏が土佐七雄と呼ばれる
豪族であったこと。関ヶ原の戦い後に長宗我部が所領を没収
されて山内家が入り、長宗我部の家臣は下士として抑圧され
た歴史を話されました。 

坂本龍馬は神戸で勝海舟に出会って、神戸海軍操練所を設
立に奔走しましたが、２年ほどの活動がその後の龍馬の行動
の基となる、貴重な体験であったと推定されました。 

また、海軍をつくる背景には、坂本龍馬が少年時代から浦

講師：津野
つ の

 伸一
し ん い ち

さん 

プロフィール 

1941（昭和16）年生まれ、68歳、明石市出身。
神戸大学付属明石小・中学校、県立明石高校、
神戸商科大学卒業。山陽立地（株）代表取締役。
昭和50年神戸高知県人会を設立し副会長。土陽
会と合流して 40 周年、神戸海援隊事務局長。 
 

 

第８６回テーマ： 

神戸の坂本龍馬伝 

 

講演内容 

●「ミナト神戸」の礎を築いた 

人たち 

●「龍馬甲子園２０１０」の試み 

●龍馬が歩いた維新ＫＯＢＥ 
 

            

 

戸湾を行き来して、継 

母の実家で世界地図に 

馴染み、砲術にも必要 

な理数系の能力も備え、 

先見の明や素質の豊か 

さなどを説明されまし 

た。大政奉還を実現し 

た坂本龍馬の本領は、 

異質なものを結びつけ 

る大局観や柔軟な態度 

であることを事例で紹介されました。 

龍馬を殺害した犯人を質問され、「誰に殺されてもおかし
くない」と、目先の利害に拘泥しない存在を強調されました。 

「死ぬまで好奇心」に共鳴しきり 

大阪湾を見下ろす六甲山上で、明治維新の動乱を駆け抜け
た坂本龍馬について意見を交わしました。津野さんのお話し
から「好奇心」を持ち続けることを啓発されました。 

※詳しくは、１・２ページをお読みください。 

実施日：平成２２年５月１５日（土） 

     午後１時～ ３時４５分 

場  所：六甲山自然保護センター 

今や龍馬は時の人。全国どこへ行っても 

大人気です。 

講師の津野伸一さんのお話を聞きなが 

ら、龍馬たち若者が大志を抱き『神戸海 

軍操練所』で訓練していた姿を想像して 

いました。いただいた資料の内容も豊富 

で、勝海舟と神戸村の承認たちとのつながりにも興味を持ち
ました。最後に龍馬さんに伝えたいことがあります。「平成
の六甲山は、新緑が美しいですよ。」 

有意義な時間をありがとうございました。 

参加の感想  福谷 真知子さん 

 

 

 

満開の御衣黄桜 

 

龍馬甲子園２０１０ 

 

龍馬を育てた浦戸湾 
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２．「ミナト神戸」の礎を築いた人たち 

■特異な幕臣、勝海舟 
 勝海舟は幕臣だが、幕府の敵か味
方か分からない特異な存在だった。 

 神戸の海軍操練所ができる３年
前には、長崎海軍伝習所ができてい
るが、勝はひとつも勉強せず、オブ
ザーバ的な存在だった。伝習所には
ほとんどおらず、愛人のところに入
り浸りだったという。 

■龍馬と勝海舟の出会い 
 勝は回顧録で、自分を斬りに来た龍馬を説得し
て弟子にしたと言っているが、これは脚色だろう。 

龍馬が松平春嶽に紹介状を書いてもらったとも言
われているが、龍馬の通う道場の千葉重太郎と勝
海舟は親しかったので、龍馬は簡単に勝に会えた
だろう。 

■海軍をつくろう 
勝は日本を守るた

めに、砲台をつくり、
海軍で外国に対抗し
ようと主張した。一大
開国を唱えて、海軍の
志を持っている者を
誰でも受け入れた。 

勝が将軍家茂に直
訴して、神戸海軍操練
所ができた。勝は操練 

所とは別に、三宮神社の近くに勝塾という私塾を
開いた。幕臣は操練所に送り、志ある者は勝塾で
引き取った。勝塾は１００～２００人規模で、坂
本龍馬は塾頭的な立場だったらしい。 

■神戸操練所は２年でなくなった 
神戸操練所は、池田屋騒動で雲行きが怪しくな

り、勝には中央から召喚状が来ると、神戸操練所
は２年でなくなってしまった。龍馬はその後、西
郷隆盛のバックアップで、長崎に移って亀山社中
をつくる。亀山社中は土佐系の船乗りの集団で、
現代に置き換えれば、凄腕のＩＴ集団といったと
ころだろうか。 

操練所の建物はイギリス領事館に用いられ、そ
の後は解体されて市内の小学校に使用された。 

講演の挨拶（津野 伸一さん） 

高知県人土陽会は４０年前に高
知県人会と土陽会が合体してでき
ました。土陽会は鈴木商店の大番
頭、金子直吉に由来する由緒のある
会です。昔はハイソな会でしたが、
今は土佐の皿鉢（さわち）料理を囲
んでいっぱい飲もうという会です。
土佐を神戸に広めるにはやはり龍 

馬しかないかということで、６年ほど前からシン
ポジウムをやっている。決して大河ドラマに便乗
した会ではございません（笑）。 

講演内容 

１．土佐の維新のきっかけ 

■お家騒動で土佐に山内家がやってきた 
四国は、平家に代表されるように、中央での争

いに敗れた人たちが逃れたところでもある。 

私の姓―津野氏は土佐七雄と呼ばれる豪族だっ
た。長宗我部元親が土佐を統一すると、津野は元
親の三男を受け入れて一族の命運を保った。 

関ヶ原の戦い後、元親の三男がいた津野で長宗
我部家の継承騒動が起きた。長宗我部家は国を取
り上げられ、山内家が入ってきた。 

■山内家の抑圧が維新のパワーになった 
山内家は自分の家臣を上士、旧長宗我部の家臣

を下士として区別し、下士を抑圧した。 

下士は傘もさせず、下駄も履けなかった。上士
は下士を斬っても罪に問われなかった。維新のパ
ワーの源には、抑圧に反発する下士のエネルギー
があった。 

■龍馬はなぜ海軍に入ったのか 
 龍馬の継母の実家の川島家は、
土佐の浦戸湾にある物産問屋だ
った。川島家には「ヨーロッパさ
ん」というあだ名の川島猪三郎が
おり、龍馬は幼少から世界地図を
見せてもらっていた。また、湾岸
警備の大砲にも親しんでおり、試
射をさせてもらっている。あまり 

取り上げられないが、龍馬には海軍に入る資質が
備わっていた。 

講演 

●「ミナト神戸」の礎を築いた人たち 

●「龍馬甲子園２０１０」の試み 

●龍馬が歩いた維新ＫＯＢＥ 

 

市民セミナー 
１．あいさつ：１３：００～１３：１０ 
２．講  演：１３：１０～１４：４０ 
３．休  憩：１４：４０～１４：５０ 
４．質疑応答：１４：５０～１５：４５ 
 

第８６回テーマ：神戸の坂本龍馬伝 

 

第８６回市民セミナーの流れ 

和やかな表情の参加者 

 

津野さん 

坂本龍馬 

神戸海軍操練所跡の碑 

勝海舟 
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質疑応答 
武市半平太と龍馬はどっちが高知県人らしい？： 
武市半平太は真面目で、非常に優秀
な男だったらしい。一方、龍馬はえ
えかげん。土佐の会合に行くと、最
初は半平太のようにカチンコチン
だが、酒が一杯入るとわやくちゃに
なる（笑）。龍馬の方が土佐の理想
に近いのではないか。 

龍馬暗殺の真犯人は？：誰に斬られてもおかしく
ない状況だったようだ。龍馬と一緒に斬られた中
岡慎太郎が、犯人について何も言っていない。だ
から私は土佐藩じゃないかと思っている。 

龍馬の旅費や食費はどこから出た？：坂本家の本
家の才谷屋は豪商だったので、そのお金だと思う。
父にもらった刀の鍔を売ってお金を工面したこと
もあるようだ。 

まとめ(津野さん) 

龍馬は国もなければ財もなく、行動するしかな
かったと思います。勝は龍馬を「なんか威厳のあ
るいい男だったよ」と評しています。龍馬には親
しみやすく、人を捉えて離さない魅力があったの
だと思います。 

龍馬は対立するものを組み合わせて昇華しま
す。武市半平太を切腹させた後藤象二郎と恨みを
越えて手を結び、対立する薩長を結びつけ、戦争
を避ける手立てとして大政奉還を思いつきまし
た。与えられた材料からオリジナルの道を編み出
すことが龍馬の存在価値だったのでしょう。 

事務局より 
津野さんは龍馬を語りながら自分の励みにもさ

れていると実感しました。３０年余りしか生きて
なかった人が明治前後に存在し、その異才ぶりは
今も生き生きと蘇り、感動を与えてくれます。 

龍馬は六甲山に登ったはずだと思い、このセミ
ナーを実現し、有意義な時間を過ごしました。 

■勝塾の若者たち 
勝塾の若者たちは、袴を短く履き、髪はぼうぼ

うで闊歩していたが、悪さはしなかったという。 

その頃の神戸村は１００戸程度。今の繁栄からは
想像もつかない。龍馬は湊川神社にもお参りに行
ったり、舞子の砲台に行ったりしている。 

■龍馬は一番良いときに死んだ？ 
明治の偉人も晩年晩節を汚した人が多い。伊藤

博文は天皇陛下が忠告したぐらい女に弱かった。 

龍馬ブームは日露戦争の頃、田中光顕の宣伝か
らはじまった。やがて海軍の祖として扱われるよ
うになった。桂浜にある龍馬像の除幕式でも自衛
隊の巡洋艦が来ていた。 

３．「龍馬甲子園２０１０」の試み 

■今の時代にも龍馬の力がある 
龍馬は不思議な男。我々のようなちっぽけな県

人会でも６回に渡って「龍馬ｉｎ神戸」を開催し
ていて、多くの人が参加する。１００人以上参加
することもある。龍馬の格好をした人が毎回数人
はいる。今の時代にも龍馬の力がある。 

■龍馬甲子園２０１０ 
「龍馬甲子園２０１０『龍馬さんへの手紙・一

筆啓上仕候』」というイベントを開催した。去年
の４月ぐらいから懸命にＰＲしてきたが、なかな
かメディアが取り上げてくれなかった。ＮＨＫで
龍馬伝が放送されることになり、神戸新聞に掲載
された。 

龍馬への手紙は、
約２００通届いた。
北海道の浦臼小学
校からは１６人が
手紙を書いてくれ
た。その中から小学
生の部の大賞が選
ばれた。 
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◆参加者の声 

・巧みな話術で、あっという間に時間が経ちました。 

・龍馬については知っているようで、実は知らないことが多
く、詳しく話を聞くことができ、楽しく過ごせました。 

・「死ぬまで好奇心」は大事なことですね。実感しています。 
・「龍馬さんへの手紙」のことを知り、面白い企画と思った。 
・神戸の魅力は“山”そして“海”だと確信しました。 

・５年ぶりに参加できたことを喜んでいます。 

◆参加者：１８名（５０音順・敬称略） 
泉  美代子  大垣 廣司  岡井 敏博  岡谷 恒雄  
尾崎 尚子 兼貞 力  高尾 忠男  田邊 征三 
津野 伸一 寺垣 耕平 渡海宗一郎  堂馬 英二  
堂馬 佑太 西井  豊 福谷真知子 古本美千子   
村上 定広  山本 悟而          

 

◆参考・配布資料など 

・スライド：高知県人土陽会の活動 
・レジメ：「龍馬の航海」 
・資料：「龍馬さんへの手紙」ノミネート 
・研究資料：『龍馬が歩いた維新ＫＯＢＥ』 

津野伸一：つの しんいち 
神戸高知県人土陽会 副会長 
〒674-0074  明石市魚住町清水 111-1-302 
電話：080-5311-3040  FAX：078-947-1887 
e-mail:stsuno1122@nifty.com 
ブログ「つのしんの独り言」 
http://ryomakobe.blog.shinobi.jp/ 

龍馬ＩＮ神戸 

武市半平太 


